
































































の 16% 程度、後背湿地が 8% 程度でした。一
方、関東地方全体の微地形区分における液状化
発生メッシュの割合は、上位から順に、埋立地
が20% 程度、旧河道が10% 程度、干拓地が7%
程度であり、人工改変地または低湿帯の位置で
高い確率で発生していることがわかりました。
今後、関東・東北地方全域の液状化被害情報を
まとめ、自治体の地震記録収集および詳細な地
盤構造モデルを作成し、全国に適用できる液状
化マップの作成に取り組んで行きたいと考えて
います。
図２　潮来市日の出付近の明治時代の地形図（上）と現況（下）
地形図は、（独）農業環境技術研究所の歴史的農業環境
閲覧システムによる迅速測図を使用。青いハッチの部分
は全面が液状化しました。
写真 1 　歩道下の水路の浮き上がり、電柱の傾斜（神栖市平泉）
写真２　干拓地のほぼ全域で液状化が発生し、多くの電柱が
傾いた様子（潮来市日の出）
図３　関東地方の液状化地点の分布（赤●）と微地形区分との
比較液状化全地点に占める微地形区分の割合
